
（資料２）機器要件一覧表

通信速度はベストエフォート10Gbpsとすること

ONUのLAN側インタフェースは100BASE-TX、1000BASE-T、2.5GBASE-T、5GBASE-T、10GBASE-Tを使用できる
こと

ISP接続はIPoE(IP over Ethernet)方式に対応できること

24時間365日受付可能な故障窓口を有すること。なお、受付は録音対応も可とする

修理派遣は9時～17時 365日対応とすること

PPPoE認証による通信速度の低下を考慮し、接続方式は「IPoE(IP over Ethernet)」等の安定した通信方式のサー
ビスを採用すること

同時接続数が50台以上となることを想定し、十分なNATセッションを利用できるプランを採用すること

法人向け専用設備を有すること

インターネット接続のトラフィック状況の可視化ができること

24時間365日受付可能な故障窓口を有すること

工事及び、故障時の通知を、ホームページ等を通じて閲覧が可能であること。また、工事、故障情報は個別メール
通知が可能なこと（最低3メールアドレスまで指定可能なこと）

数量 1

WANインターフェース 1ポート以上（100/1000/2.5G/5G/10GBASE-T, MDI/MDI-X 自動認識,,MDI/MDI-X 固定設定）に対応できること

LANインターフェース 2ポート以上（100/1000/2.5G/5G/10GBASE-T, MDI/MDI-X 自動認識,,MDI/MDI-X 固定設定）に対応できること

処理機能 最大7000Mbps以上を有すること

VLAN タグVLAN（IEEE 802.1Q）、ポートベースVLANに対応すること

DHCPサーバ機能を有すること

アドレス変換機能を有すること

ルーティング機能　IPv4/IPv6：RIPv1/v2、RIPng、OSPF、OSPFv3、BGP4、BGP4+、スタティック対応

決められた時刻や特定のイベントが発生したときに、任意のスクリプトを自動実行するトリガー機能を有すること

複数の設定ファイルを異なる名前で保存可能なこと。また、それらを必要に応じて切り替えて使用することが可能
なこと

設定ファイルを直接編集するエディター機能を有すること

外形寸法は210（W）×220（D）×42.5（H）mm以下であり、現用収納ボックスに収容可能であること

その他 国内メーカーの機器を選定すること

数量 本事業で導入するアクセスポイント等関連機器を収容できる台数を見込むこと

インターフェース 100/1000以上のイーサネットポートを10ポート以上を実装し、全て同時通信可能なこと

データ転送速度は、148,810パケット/s(100BASE-TX)、1,488,095パケット/s（1000BASE-T）以上であること

装置単体でMACアドレスフィルター機能を有すること

PoE IEEE802.3at 準拠、１ポートあたり最大給電能力が30W以上あること

VLAN ポートベースVLAN、タグVLAN（IEEE 802.1Q）、マルチプルVLANに対応していること

指定した時間や曜日にPoE給電をON/OFFできる機能を有すること

国内メーカーの機器を選定すること

PoEスイッチ（参考型番：AT-SH230-28GP、AT-SH230-18GP）

機能

機器仕様

ルータ(参考型番：AT-ARX200S-GTX)

インターネット回線(参考：フレッツ光クロス　ファミリータイプ)

サービス要件

プロバイダ(参考：OCN光IPoEサービス クロスワイドプラン 固定IP1)

サービス要件

処理機能

その他
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機器仕様

数量 20

装置単体で100/1000/2.5G/5G BASE-Tのポートを1ポート以上搭載していることかつ、PoE給電（IEEE 802.3af準拠
以上）に対応していること

イーサネットポートを2ポート有すること

Wi-Fi規格及びIEEE802.11a/802.11b/802.11g/802.11n/802.11ac/802.11axに準拠していること

接続端末は5GHz帯：最大50台以上、2.4GHz帯：最大50台以上、合計100台以上であること

2.4GHz/5GHz帯の同時使用に対応し、4ストリーム以上に対応していること

IEEE802.1x認証に対応すること

アクセスポイント1台で仮想的なアクセスポイントを、2.4GHz帯・5GHｚ帯ごとに最大で9個動作させる機能を有するこ
と。また仮想的なアクセスポイントごとにSSIDとセキュリティーの設定を行うことや異なるVLANを関連付けることが
できること

オープン、PSK、WPA/WPA2/WPA3パーソナル、WPA/WPA2/WPA3エンタープライズの認証方式をサポートしてい
ること

暗号化機能としてWEP（64/128bit）及びCCMP（AES）、TKIPが利用可能であること

SSID遮蔽（ANY 接続拒否）機能を有すること

MACアドレスフィルタリング機能を有すること

無線クライアント間通信禁止機能を有すること

自立型無線LANコントローラ機能等で一括管理が可能なこと

無線の利用状態を収集して、常に最適な電波出力とチャンネルを分析しアクセスポイントへ適用する機能を持つ自
立型無線LANコントローラにて管理ができること

自立型無線LANコントローラ故障等により管理から外れた場合でも無線サービスの提供を継続できること

PoE受電およびACアダプターによる受電に対応可能なこと

国内メーカーの機器を選定すること
その他

無線AP(参考型番：AT-TQm6702 GEN2)

処理能力

インターフェース

認証機能/セキュリティ
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